













































































































































































































































































































宿泊数 1泊 2泊 3泊 4泊 5泊 6泊 7泊以上 不明 合計






















































城 朝戸 西 東 古里 叶 那間 計
1 8(5)
3(3)
(1) 1(4) (1) (1) 6Cl)
2 6
2（1） 3 25(5) 3(4) 3(2) 71例





























































































1 ● (197） ● ● ● ●
2 ● (1975） ● ● ●
3 ● (1978） ● ● ●
4 ● (1972） ● ● ● ● ●
5 ● (1969） ● ● ●
6 ● (1971） ● ● ● ● ● ●
7 ● (197） ● ●
8 ● (1975） ● ●
9 ● (1974） ●
10 ● (1973） ● ● ● ●
11 ● (1974） ● ●
12 ● (1971） ●
13 ● (1976） ● ●
14 ● (1972） ● ● ●
15 ● (1970） ● ●
16 ● (1974） ●
17 ● (1977） ● ● ●
18 ● (1974） ● ●
19 ● (1970） ● ● ● ● ●
20 ● ● ●
21 ● ● ● ●
22 ● ● ● ●
23 ● ● ● ●





























































1 ● (1971） ●
2 ● (1975） ●(1970） ● ● ● ● ● ●
3 ● (1976） ● ●
4 ● (1979） ●
5 ●(1972） ● ● ●
6 ●(1973） ● ● ● ●
7 ●(1978） ● ● ● ●
8 ●(1979） ● ●












● ● ● ●




































































































































































































1 ● (1972） ●
部落(区)名 茶花 立長 城 朝戸 西区 東区 古里 叶 那間




















(3)紬織 やっている や つ ている
(4)漁業 や つ ている やっていない
⑤
民
宿
①開設年
②収容規模
③増築
④民宿開設のための資金
⑤宿泊料金
⑥シーズン中の従業員
⑦送迎バス
⑧協定旅行社
⑨
年間総収入に占める民宿
収入の割合
1975年
76人
1976年．1977年．1978年にそれ
ぞれ増築
商工会その他
3,000円（1泊2食）
アルバイト2人新戚の人
9名乗り1台
10名乗り1台（1977年購入）
日本旅行その他
8割
1970年
100人
1977年百合ヶ浜に新築
奄美信用金庫その他
1978年3,000円（1泊2食）
1977年2,800円（1泊2食）
6名
4人・大阪2人）
料1,000円～1,500円
アルバイト
学生（東京
アルバイト
25名のり1台(1970年購入）
10名のり1台(1977年購入）
日本交通公社その他
3割（雑貨店もやっている）
－117－
4若干のまとめ
与論島は、1968年ごろから若者を中心とした海水浴客によって、観光地化が著しく進んでき
た。その結果、従来の農村地域も大きな変質変貌をとげてきた。とくに観光地化が顕著なのは
島の行政の中心地茶花と百合ヶ浜の海水浴場をひかえた東区である。従来、さとうきび作を主
体とした農村地域であった東区では、観光化の波によって、農家の民宿経営をはじめ、観光関
連産業従事者が増加してきた。農家は12月から6月までは主としてサトウキビの農業に従事し、
夏は観光、その間を縫って漁業や女性による紬織がなされ、年間のサイクルの中でうまく複合
経営を成りたたせてきた。しかし、一方では民宿のデラックス化・大型化はそのまま経営の厳
しさをも招いている。古里・西区・朝戸では、その位置からして東区のように民宿地化は進行
していないが、古里では民宿以外の観光産業への従事が顕著である。
（本論に掲載した地形図は、建設省国土地理院発行の5万分の1地形図を使用したものである｡）
